
　【施策名：

事業名：

概　要：

効　果：

○

○

○

楽しみながら維持管理に参加してもらえる機能を備えており，市民の皆様に維持管理に対する理解と関心を高めることができる。

ワークショップを行ったことにより,市民の皆様にとって身近なアプリケーションになり,当初目標（H29.3末）を上回る登録者数となっている。

建設局　土木管理部土木管理課

分野Ⅰ　合意形成・協議手続きの改善　　　施策１　市民と連携した事業の推進，ＰＲ　】 維持管理・更新

　「京都市公共事業コスト構造改善　取組事例報告書」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 ２８ 年度

ICTを活用した市民協働による維持管理　～京の道・川・公園サポーター制度～

「みっけ隊アプリケーション」を活用した公共土木施設の維持管理

日々のパトロールや，市民の皆様から電話による通報等を基に公共土木 施設の補修を行っていますが，より一層迅速かつ的確に進
める取組として，道路等の損傷個所と状況を投稿できるスマートフォン用のアプリケーションを市民の皆様とワークショップを通
じて開発しました。 （平成２８年５月１２日から全市での運用開始）

公共土木施設の維持管理を，より一層迅速かつ的確に進めることができる。

登録者数 目標（H29.3末）：２，０００件

実績（H29.3末）：２，２２４件



　【施策名：

事業名：

概　要：

効　果： CO2の排出量が上記の自然エネルギーを利用しない場合と比べて，１年間で487tの削減が見込まれる。

イニシャルコストは上記の自然エネルギーを利用しない場合と比べて，269,000（千円）増額となるが，空調費用にかかるラン

ニングコストは１年間で21,000（千円）削減できるため，メンテナンスコストを考慮しても，イニシャルコストは１３年で回収

が可能となる。

設　計

京都の豊富な地下水（井水）の熱エネルギーを井水熱利用外気処理空気調和設備等に利用し，空調効率の向上

を図るとともに，地域産ペレットを利用したボイラー熱や太陽熱等を利用した空気調和設備も導入している。

都市計画局公共建築部公共建築建設課

　「京都市公共事業コスト構造改善　取組事例報告書」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 ２８ 年度

自然エネルギーを活用した空気調和設備等の導入

京都市新庁舎整備事業

その他にも夏季における夜間外気の利用（ナイトパージ）や地中熱利用による空調負荷の削減も行っている。

分野Ⅴ　環境に配慮した事業の推進　　　施策２７　自然エネルギーの活用した施設等の整備　】

熱回収した井水のカス

ケード利用を行う

熱回収後の余剰となった井水を元の

帯水層に還元する

周辺井戸に影響しない

100m深の帯水層から井

水を恒常的に汲み上げる
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